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　平成20年度、法人第12期目の事業・決算を無事終了する事が出来ました。ここに報告申し上げま
すと共に、役員の皆様には特段のご協力を頂きました事を感謝申し上げる次第です。
　さて今年度は、北海道の経済・医療情勢がいっこうによくならない中、国内はもとより世界的な
金融危機が徐々に押寄せ、アメリカを発信源とした経済・金融・雇用の危機的状況となりました。
医療においては、後期高齢者医療制度、特定健診制度、介護保険報酬改定論議等々、政局と同じよ
うに混迷状態となり、小泉政権時の社会保障切捨て政策以来、医療経営においても大変厳しい現状
を突きつけられた一年となりました。
　当法人においては、特定医療法人の承認、日本病院機能評価機構による第三者評価Ver　5．の審
査（更新）、第2病棟7対1看護体制の届出、DPC対象病院への参加、在宅事業部の移転に伴う
自立と、多様な事業目標を全職員が一丸となり一つ一つ着実に実施してまいりました。
　診療に関しては外来の診療待ち時間短縮化を多方面より検討し、完全予約制を導入し、患者の不
安解消やきめ細かな患者への更なるアプローチ、患者紹介情報の徹底した収集等を目的として外来
総合受付を設置し、医療連携室・外来・医事課によるチーム医療の推進を図り、患者サービス向上
に当たりました。入院に関しては、さらに厳しくなる医療情勢やDPC対象病院への対応を勘案し、
安全で安心な良質な医療サービスの提供体制の実践として、病棟機能の完全分離が不可欠と考え検
討を重ね、平成21年度より超急性期（DPC対象患者）・急性期（障害・人工呼吸器装着等長期患
者及びDPC対象外超急性期患者）・慢性期（医療度2・3を8割以上とした医療療養患者）・超
慢性期（医療度2・3を8割以下とした医療療養患者）と機能を分担し医療・看護・コスト面での
実践を決定いたしました。また、札幌しらかば台南病院、月形診療所、在宅介護事業においては、
各事業所が個々に経営の安定化を図るため、収入目標・経費の削減目標を検討し、各事業所の体制
整備に着手し実践して参りました。地域活動として、ボランティアの受入活動を開始し、地域住民
との合同災害訓練と対話集会の開催、地域連携機関への訪問とふれあいの会（勉強会）の開催等々
実施してまいりました。しかし、地域住民の皆様や連携医療機関・介護施設の皆様のご要望やご期
待に如何にスピーディーに的確にお答えして行くかを、全職員が相手の目線に今一度立ち戻り、両
者が共有できるシステムの再構築が急務であると実感した一年でもありました。
具体的には主な事業活動として、下記の事業を実施しました。
　1．外来・入院関連
　　①第2病棟7対1看護の実施
　　②総合受付の設置と運用、外来の完全予約制実施
　　③電子カルテの完結による入院・外来カルテのペーパーレス化の実施
　　④放射線科のフイルムレス化の実施
　　⑤札幌しらかば台病院、南病院の特定健診オンライン請求への対応
　　⑥医療安全・感染に対する体制の整備
　　　　　医療安全管理者（専従）設置により医療安全管理体制の確立
　　　　　感染看護i師（専任）設置により感染管理体制の確立
　　⑦メディカルクラークの設置により看護部・診療技術部等他職種間の連携強化
　　⑧DPC対象病院の決定とDPC実施検討委員会設置
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2．日本病院機能評価機構　Ver5．の更新審査認定
①評価基準に対応した組織・マニュアル・設備等の整備実施
②評価推進チームの全部署・全職員との最終意見調整と対策の実施
③新人事考課制度の確立と実施
④院内ラン・電子カルテに対するマニュアル・セキュリティの統一と新基準の実施
3．特定医療法人の承認
①定款の変更
②理事の変更と評議員会の設置
③　名称の変更
4．地域連携関連
①近隣…医療機関、各介護施設、在宅介護サービス事業所への訪問と意見調整の実施
②地域連携機関との「第5回札幌しらかば台病院ふれあいの会」開催
③　プロジェクト21による地域ボランティアの受入れ実施
④地域住民との合同災害訓練と対話集会の開催
5．職員関連
①準職員に対する待遇改善の具体案提示
②管理者と天使病院との合同経営研修会の実践
③院内研修発表会の開催
④認定看護此等医療技術職の高度な認定教育制度の創設
⑤　医師・看護師及び医療技術面・事務職員等との事務作業役割分担の推進強化
⑥職員通用口、エレベーター内に防犯カメラと電子錠の設置
6．関連事業関係
①札幌しらかば台南病院の地域住民、近隣医療機関・介護事業所との地域連携実施と安定
　　化のための入院重点策の実践
②在宅介護各事業の安定化のための継続的な検討と具体策の提示
③　月形刑務所内診療所委託業務の平成21年度の再委託落札
④天使病院との臨床研修協力病院としての協力体制確立
⑤プロジェクト21エコチームによりエコ病院提唱・シンボルマーク作成とエコ活動の検討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上、
　地域医療の実践病院として皆様に選んで頂けるよう、次年度も事業に逼進ずる所存でおります。
役員及び職員の皆様の更なるご協力を何卒宜しくお願い致します。
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